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パキス タン構想 と民族問題 lTl

ラー フル サーンク リテイヤーヤン

4.パ キスタンとイン ド
■             2

最近,我国では,パキスタン構想 と統一インド の問題が大きく取り沙汰されている。そ

もそもパキスタン構想なるも5‐Dは,イ ンド人が自らを統一し単一民族国家を形成する努力を怠 り,

幾世紀にもわたつて惰性的な生活に甘んじてきた結果として生じた問題である。今日多くの人々が

パキスタン構想の提唱者達を反民族的な売国奴だと決めつけて,こ の重大な問題を葬り去ろうとし

ている。さて,そ こで, この問題について少し冷静に考えてみることにしよう。

C)ヒ ンドウー教徒の狂信性

イスラム教徒を狂信的だと言つて非難するヒンドウー教徒がいるが,そ ういう人はヒンドウ

ー教徒は狂信的ではないと思いこんでいるのである.ヒ ンドウー教徒は,イ スラム教徒の手になる

マーテイーや水や,パーンを食べようとはしない。そのくせヒンドウー教徒が狂信的でないとは,

よくいえたものだ。つい先頃,デ リーのある著名なイスラム教徒が,新聞に次のような体験を書い

ていた。デリーの某所にヒンドウニ教徒専用の冷水飲み場があつた。夏の盛り,喉が渇いて冷たい

水が飲みたくなるのは,こ れ人情である.で,先のイスラム教徒の紳士,「冷たい水を一杯」 とい

うわけて水飲み場に入つた。するとどうだろう。こともあろうに, 日きひろき」 ヒンドウー教徒が

この紳士に対して,屋外へど1て カンカン照りの路上に立ち,木製の長い樋に手をあてて,手です ぐ

つて飲むがいい, とのたまつたというのである.いや しくも自尊心のある人ならば, このような侮

辱にどうして耐えられようか。これをしても狂信ではないというヒンドウー教徒がいるならlry,そ

の人は,少なくとも常識的に見て,思考力を失つてしまつている。デリーのこの水飲み場の管理人

は,統一インドに一人でも自尊心のある人が留まることを潔しとしないことは自明である.そ して

このことがもとでパキスタン要求の声があがつているとすれば, これは何ら驚くべきことではない。

統一インドというからには,単一国家であると同時に単一民族でな〈てはならない。相互の

会食はおろか,通婚 さえも自由にできないような状態のままでの単一民族国家など何処にあろう

か.通婚の自由は,単一民族としての意識を醸成するのに必要不可欠のものだ。イスラム教徒は,

通婚に関して柔軟な態度をとることも考えられるが, ヒンドウー教徒の方は,あ くまでも通婚を拒

絶する。我々の民族指導者達が,カーヤスト とかラージプート とかブラーフマン とかいつた

殻を破ろうとしないかぎり1統一インドという単一民族の形成を,少なくともそうした指導者連中

に期待するわけにはいかない。ヒンドウー教徒は,菓子,ブーリーという油揚げにしたバン, ソー

ダ水, ラムネなどの類の飲食物を売る店を独自に設けている。これは偏に金もうけのためなのであ



る。ヒンドウー教徒は,イ スラム教徒が経営する飲食店を徹底的にポイコツトし続けてきた。そし

て, ヒンドウー教徒が経営する店だけで買物をしようと, じめしあわせてあつたのである。これら

は皆, この民族主義の時代にあつて, ヒンドウー教教義の名の下に行なわれているのである.これ

が狂信性でなくて何であろうか。

Cill

l 本誌倉J刊号 Pユ 4,訳註α)を参照 .

2 同上

3 宗教を問わず同一カースト内の内婚制を一大特徴とするインド社会では,異教徒間の通婚は

更IFC=層困難である.尚 ,イ スラム教徒, ヒンドウー教徒の婚姻習慣について,詳 しくは,倉I刊号

P。 47～ 53, P.78～ 79を参照。また,異教徒間のini婚が困難かつ暴動に発展することさ

えある事例として,鳥羽嶺次郎著『 にがいインド』 (読売新聞社, 1970年)P.37～ 40を

参照 .

4 KtyaStll 教育程度が高く,知的活動に従事する者が多い。御l刊号 P,62～ 63を参照 .

5 Rttjutヴ ァルナ (種姓)tll序列ではバラモンに次ぐクシヤトリアに属するとされ, ヒンド

ウー社会で高い地位を占める。自らは古代のクシヤトリアの直系であると自認し,それを証拠づけ

る様々な伝説を持つている。しかし,その起源については, 5。 6世紀頃中央アジアから侵入して

きた自匈奴やシヤカ族等の外来諸民族が,在地の旧支配層と混合し:徐々にヒンドウー教を信奉 し

つつ,その社会体制に組込まれた等の異民族起源説が,現代の歴史家の間では有力である.彼等は

ハルシヤヴアルダナ王 (在位606～ 647AoD)の 帝国の崩壊以後の「暗黒時代」を終焉させ

北インド0西部インドに諸王朝を成立させた。しかし,継いで起つたムスリムのゴヒインド侵入で退

散し,北インド。西部インドの各地lFC離散し,或いは在地土豪として定着し或いは新たに王国を建

設し,ム スリム勢力に対応した。特に, ラージヤスターン地方では,近代まで独自の体制を維持し

続け,彼らの強力な根拠地となつた,尚 ,「ラージプート体鮨ll」 について更に詳しく17k,深沢宏「

デカン諸王国とラージプート体制」『 岩波講座。世界歴史』第 13巻 (岩波書店, 1971年 )を

参照.

6 言うまでもなくプラフマン (婆羅門)は, ヴアルナ (種姓)制度に於いて他のクシヤトリア

ヴアイシヤ′ シユードラを凌ぎ最高位を占め,祭杷に携わる特権的階級である。村落社会の社会経

済的階り罰筆知Z於いても多く最上層を占めてきた。そのため,英植民地支配と付随的な近代化の中

で生まれた専門職――官吏,法律家,教師,医者,技師等――に就く者が多く,知識層を形成して

政治家を輩日1し,政治に大きな力を振つた。

②言語問題

言語紛争:即ちヒンデイー語とウルドウー語の紛争・ が問題になつているのは,ビハール州

連合州,中央州,デ リー,パンジヤブ州,その他若干の藩王国にすぎない。我国の民族指導者達は

この紛争の解決に努めてはいるが,「生兵法は大怪我のもと」である。相異なる二つの文イヒが両言



語を全く別途に発展させてきたのだが,他ならぬこの両文化の対立がヒンデイー語 。ウルドウー語

紛争に於いても背景をなしている。ヒンデイー語。ウルドウー語に代えてヒンドスターこ一語
2を

採用すべきだ, という意見もある.多 くの人々が,「両言語を足して 2で割るのが一番だ」という

わけで, ヒンドスターこ一語という名称で呼ぶつもりでいる。しかし もう少しよく考えてみるな
れば,そのようなことが骨折り損のくたびれ儲けであることは自明である。ここで,ま ず注意すべ

きは, ヒンドスターテー語の名を以つて新言語の創造を意図しているが, これには既存言語を利用

しているという事実である。もし既存の言語を用いるのなら,サ ウダー
3,ガ_リ ブ4,ィ クバ_

ル
5の
言語たるウル ドツー語をして,ス ール

6, 
トゥルシー

7, 
プラサード

8:パ
ン ト
9の
言語た

るヒンデイー語に同化させることはいかなる魔法を以 つてして不可能である.両言語の間は共通性

もあるにはあるが,一方を立てれば他方が立たずである。我国の民族指導者が,現存の言語の代 り

に新言語を創造するというような気まぐれにとりつかれなかつたなら, こんな馬鹿けたことは [ン な

かつたろう。即ち, ビハール州のヒンドスターニー語委員会は, ヒンドスターニー語の専門用語集

・ %作成した.こ の専門用語集についてウル ドウー語を使うイスラム教徒の中には, サンスクリツ

ト語系の専門用語が多すぎる, という不満がある.一方, ヒンデイー語を使うヒンドツー教徒には

アラビア語系の専門用語が多すぎるという不満がある。この科学時代に,専門用語がいかに必要と

されているか。これは言うまでもないことである。そして,専門用語問題という大岩に激突して,
ヒンドスターニー語という小舟は木端微塵である.ヒ ンデイー語及びウル ドウー語の各々の古今の

力献を注意深 〈見れば,両言語はそれぞれ独立しており,一つの源から発生しておりながらも最早

その原型に復原できない程までに別個の道をたどつて発達を遂けてしまつていることが判明しよう。

哲学に関する文献を例にとつてみるがいい。 ヒンデイー語使用者は,哲学書を著わす際にはウパニ

シヤド時代 (西歴前 700～ 600年 )か ら現代までに書き著わされてきた厖大なサンスクリツト

語の哲学文献を参考にする.グジヤラーティー語,マ ラTテ イー語,オ リヤー語:ベンガル語の使

用についても事情は全く同じである。ところがウルドウー語使用者は,哲学書を著わすに当つて,

フアーラビ」・ や口_シ ュド
■2が
その著作に用 t/・たアラビア語系の専門用語を用いている。同時に

彼らはエジプト,シ リア, イランの現代アラビア語文献で用いられるようになつた新専Fi用語も取

入れている。占星学や医学についても同様である。以上のことから明らかなように,両言語のうち

のいずれかカミ 折れることを余儀なくされるのであれば,その長い発展の歴史を無視することにな

ろう。

ヒンディ=語及びウル ドウー語をそれぞれ別個の言語として認めた上で,相互の文芸に対す

る理解を深めるための手がかりを見ど1す ことは可能である。そして,それは! ヒンドスターニー語

ではな〈, ■ンデイー語にしろ, ウルドツー語にしろ,そのものを介して直接に見出すべきである。

1500語 の共通語を集めたところで,今日の時代にあつて,文芸の用に供すに足る言語を倉∫造す
ることは,出来 /.―い相談である。

ウルドウー語に関してイスラム教徒が要求を提ど1した場合,こ れをコミユナリズム的偏向だ

ときめつけて封ずることはできない。それどころか,あ る言語を他の言語で踏みにじり抹殺してし



まおうとすることこそ, コミユナリズム的偏向を示すものである。

0
1 インドに於ける言語紛争は,勿論。 ヒンデイー語対ウルドウー語に限らない

'ヽ

この場合ラ

ーフルは, ヒンドウー教徒対イスラム教徒のコミユナル対立を背景とした言語紛争を指している。

しかし,そのような言語紛争にしても, ヒンデイー語対ウルドウー語だけとは限らない。

尚= ヒンデイー語とウルドウー語の文法体系は同
一である。両者の相違点としては,文語に関し

て,前者が主に名詞・ 形容詞。副詞に於いてサンスクリツト語系の単語を比較的に多く含みナーガ

リー文字で記されるのに対し,後者はベルシア語。アラビア語系の単語を多く含みアラビア文字で

記される。しかし,日語 (日常会話)に於いては,ほ とんど両者に相違はない。しかも,大部分の

大衆は文盲なのである (イ ンド連邦に於いて1961年 現在,文盲率 76%).

2 Hindustani周 知の通り,イ ンドには多数の言語が存在し,言語的な共同体が形成されてい

た。これらの共同体の枠を超えて,前近代から大衆レヴエルで行なわれていた商業活動 0宗教活動

によつて生じた共通語 (む。建n tra“ Or LZaar■anguagOs)の うち,北インドを中心に使われて

いたものをヒンドウスターニー語という。ところが, 1920年 代後半以後は,独立運動と平行し

て行なわれた言語近代化運動の過程で,回印融和という政治的要請を踏まえて, M.K.ガ ンデイ

ーをはじめとする会議派の運動家たちによつて,語彙がサンスクリツト語にもペルシア語 Oア ラビ

ア語にも偏しない,「両者の中間的な言語」の意味に用いられるようになつた。本項010を 参照。

3 111■ hallnLd LI Sauda(1731～ 80) デリーに於ける初期のウルドウー語詩人.聖者

王侯を称讚するカスイーダという詩体の第一人者とされ,他方′ムガール朝の腐敗,役人の不正を

痛烈に皮肉つたことでも知られる .

尚, インド文学史について詳しくは,田中於克弥編『 世界の文学史 9 インドの文学』明治書院

1967年 (こ こで関連のある近世以降の文学史は坂田貞二氏の分担執筆)を参照。

4 m rtt Asadtt■ ■ah man Ga■ib(1796～ 1869)ト ルコ系のイステム教徒詩人.U.
P州7グ ラで生まれ,カ ルカツ考デリーで教育を受けベルシア語で詩作したが,後ウルドウー語詩

を作るようになつた。彼の詩の題材は広く,古代から現代の世事にまで及び,不合理な宗教的。社

会的旧弊の諷刺もした。彼の業績で特に注目されるのは!平易な語彙を用いて現代ウルドウー文語

の基礎を築いたことである。

5 MItamrad iqba■ (1873～ 1938) バンジヤブ州11身イスラム教徒の詩人・ 哲学者 。

政治家:早 〈から愛国的。民族的詩人として知られたが,英 。独に留学 (1905～ 8)以後, 自

我 (響」 )の確立を目指す自我主義に傾き, この思想を詩を以つて表わした。更に展開して=理
想的なイスラムの精神的共同体を描くが.これは,やがて彼が 1980年 ムスリム連盟議長に就任

したときの演説に於ける ′North Wost lnd■範 血 s■ im Statし′に発展する。この発想は,当時は

顧られなかつたが,僅か10年後の1940年 3月 ムスリム連盟ラホール大会「パキスタン決劃

に結実したことは既に述べた (創刊号P。 14e口 )。 晩年に至つて,ム スリム連盟の指導者ジン

ナーに強い思想的影響を与えた。



詳しくは,加賀谷寛「インド●パキスタンにおけるムスリムの現代思想史―-1」『 大阪外国語
大学学報』第 13号 (1963年 )。 同 レ キヾスタン国家形成におけるイスラム思想の役割」『 東
洋文化』38号 (1965年).黒柳恒男「インドの思想家たち」『 講座 。東洋思想 7 イスラム
の思想』東大Jl版会, 1967年 を参照 .
6 Surdas(1503?～ 63?) 近世のパクテイ信仰の一派クリシ‐ナiFRの八詩仙の筆頭で
詩集『 スール●サーガル』譴r Sagarを 残す。彼の業績は,パ クティ信仰を甘美に表現したことの

他に,当時はまだ‐方言にすぎなかつたブラジ方言を文学の具として洗練し後のヒンデイー文学の

主要な媒体に押し上げた。 (坂田,前掲書)

7 Gosvami n■sidas(1523?～  ? ) パクテイ信仰の一派ラーマ信仰に基いた代表作
の叙事詩『 ラーム

0チ ヤリツト。マーナス』Ram Oa■
‐■t hllas を以つてヒンデイー支学に金字塔

を打ち建てた。アヴァディ方言による彼の作品には,必要に応じてベルシア語,ア ラビア語の借用
語が自由に取り入れられているが,サ ンスクリツト借用語の多い典型。その他プラジ方言でも著作。

(坂田:前掲書)

8  」ayζttiar Prasad(1890～ 1987) ヒンディー語詩人,小説家 戯曲家.連合州べ
ナレス出身.ニ ラーラー,バント等と並ぶチヤーャーヮード (陰影主義)の詩人で, ブラジ方言と
カーリー。ボーリー方言で数多くの作品を発表。題材を原始。古代 。中世に採つた叙事詩を志向し

たことは,他のチヤーヤーヮード詩人に見られない特色。その代表作は,『 カーマーヤニー』返―
mayani(1985)。 (坂田,前掲書など)
9 Sumiサ帥a峰

“

Pttti(1190ρ ～ ) ヒンデイー語詩人,小説家,劇作家。現在のU・ P
州アルモーラー県出身。少年の頃より詩作を始め,第 1次非協力運動の中に青年期を迎えた力、 こ
れには不参加.独立後, ラジオを通じて活躍。政府から国家的功労者としてパドマ。ブーシヤン賞
を与えられたが, 1967年 12月公用語法案に反対してこれを返上。彼の詩は,浪漫的=神秘的
象徴的な傾向の強いものである。精神主義のみにとらわれることなく世俗的人生の価値を見出すこ

とにも努めたハ 精神主義の面でも新しい境地を開いた。 (坂田,前掲書など)
10 近代語としては来熟でぁつたヒンデイー語の育成。近代化活動は, 19世紀末から始めら
れ,識字活動と同時に,西洋文明の結晶たる人文0社会・ 自然科学等の専門学術用語の訳語造りが

各民間機関の手で行なわれた。独立後は,政府の手によつて実施された。ラーフルも, この作業に

参加している (創刊号 P。 13).

以下に, インドの言語近代化運動史の一端を概説してお〈.

近代ヒンデイー語の組織的な普及運動は, 1898年 のナーガリー文字普及協会 the mgari
Pracharani S山 L(ベ ナレス)を以 つて始 まつた。イン ドの民族意識の覚醒 さ昂場に ともない 19

10年 には政治的色彩 を帯びた会議派系の ヒンデイー語文書会議 thO Hindi Sahitya Sallune■ an k
HSS)(ア ラハバー ド)が設立 され,ガンデ イー等 もこれに参カロした。しか し, この HSSは ,

次第にヒンドウー●サンスクリツト文化を偏重し純粋 (すなわちサンスクリツト化された)ヒ ンデ

イー語に固執する一派に牛耳られるようになり,ついにガンディー,ネルー等はHSSを脱退し,



1942年 に新たにヒンドウスターニー語普及協会 thO Hindustani Prachar Sabhaを組織した。

彼らの意図したところは,地理的には連合州 (UoP)西 部,デ リー,バ ンジヤブ州東部を中心と

して大衆の国語に沿つたヒンデイー語を育て普及することだつたから,専門語は,ペルシア語.サ

ンスクリツト語′英語を問わず大衆に最も親しまれている単語を借用 0採用 t′た。ところ力ヽ 元来

北インド東部のアヴアデイ方言を基盤としたHSSは ,独 自のヒンデイー語検定制度を施行し, こ

れを媒介に影響力を拡大し,その配下に著名な文芸家を集めたヒンデイー文語の学派が成立する程

で.こ うして形成されるヒンデイー語は,増々サンスタリツト語色の濃いものへと傾いた。独立後

インド政府は言語育成政策を進めたが,ガ ンデイー主義者たちは言語計画への展望を欠いていたた

めに,政府言語委員会はISS系 で編成され,公用ヒンデイー語も新訳語も極めて HSS的なもの

になつてしまつた。言語育成政策は,サ ンスクリツト語に準じた復古化促進と同義になつてしまつ

ている。その結果,標準ヒンデイー語育成政策が, ヒンデイー語を大衆の国語から離反させるとい

う矛盾を招いた。こうして, ヒンドウスターニー語という近代語としては未熟ながらも共通語をは

ぐくんだ大衆は無視された。

詳しくに1,    」yotinctra Das  Gupta  & John  J. Gul■ perz 
″Languago,  001munication

and  Oontro■  in North  lndia″  ′ LAlfGUAGE  PROBIEM8  0F E口 電ヽLOPING l」 ATェONS 
′  。d.

by Now York, 1968を参照。 本項御 を参照 .

グジヤラー ト語 インド0ヨ ーロツパ語族.現在,グジヤラー ト州公用語.主にグジヤラニ ト州

で話され, グジヤラート人が多数移住したボンペイ市とその周辺でも話される.シ ヨウラセーニ語

(創刊号P。 150)4参照)から発展したナーガル●アパブランシヤ語が更に発展した言語. 12,

3世紀頃からグジヤラー ト語作品が現われ始めた.文字は, ヒンデイー語のデーヴアナーガリー文

字によく似た固有のグジヤラート文字。言語人口1964年現在約 2030万。 (Dr.Bho■ana協

Tiwa ri,`BhaSa Vigyan Ko`υ  Va ranasi,1964な ど,以下019～ 21も 同じ)
マラーテイー語 インドoヨ ーロィパ語族インド0ア ニリア語派。同語派の言語の中で最西南に

分布し,マハーラーシユトラ州公用語.サ ンスクリツト語からの直接の借用語が非常に多い。碑文

を除き文章語として現われたのは12世紀以降であるが,豊かな中世宗教文学を持つ,文字は, ヒ

ンデイー語と同じデーヴアナーガリー文字。言語人口1961年 現在約 3329万 .

オリセ■語  インド0ヨ ーロツパ語族インド●アーリア語派。オリツサ州公用語。オリツサ州

及びその周辺地域で話される。マーガデイー oアパブランシヤ語の南部支派と関係がある。碑支
。

文芸作品ともに 11世紀頃ど1現。文字は,古代ナーガリニ文字にテルグ文字やタミル文字の影響を

受けて発達したもので,非常に複雑.言語人口は1961年 現在 1572万 .

ベンガル語  インド。ヨーロツパ語族インド●アーリア語派。独立前のベンガル州,現在のパ

ングラ。デーシユ及びインド共和国西ベンガル州で話され,両者の公用語 .プ ラークリツト語の 1

種マーガデイー 。アパブランシヤ語東部形から発達し,マ ラーテイー語と同様にサンスクリツト語

からの直接の借用語が非常に多い。他の地方語と同じく西暦 1000年 前後に成立し14世紀以降

文芸作品を生み,比類のない文学の宝庫を築き上げた。近年では詩聖クゴールは有名。それ故,ベ



ンガル人の母語ベンガル語に対する誇 りは極めて高 く,独立後の西ベ ンガル州は, ヒンデイー語公

用語化反対運動の最も激 しい地域の 1つ。文字は固有のベンガル文字.言語人口は 1961年 現在

約 8400万 。

1l  a■―Farab、  Abu Na,r MulammaO b,Mu h arllm a a (870頃 -950 AD.

) イプン●セーナー (ラ テン名Avic onlla)以 前のイスラムの偉大な哲学者.ア リストテレスの

注解者とヒ′て有名。彼は「範疇論」。「第一哲学」
。陽二哲学」など注解し「第二の教師」aト

温``a■■im al― tha五即ち,ア リストテレスの後継者と称される。 (『東洋史辞典』創元社, 19

61年 )

12 1bll hshd,Ablt a■ ― Wa■id卜mLnllrad b。 ■md(1126～ 98AD)  合理主義的

立場に立つイスラム法哲学者.ア リストテレス哲学の最後で最大の注釈家として名高く,イ スラム

世界での積年のアリストテレス研究の遺産をまとめて,中世ヨーロツパのスコラ哲学に引き渡す役

割を果した。 (嶋 FI襄平「 イスラム思想の発周  『 講座東洋思想 7 イスラムの思想 』東大出版会

1967年 ,P。 109～ 11)

③反民族的ということ

非常に多くのまご インド論者が, イスラム教徒には民族意識綱 薄であると思いこみ,その

ょうに主張しているのが見受けられる。それを裏付けるものとして,国家のために犠牲となつた殉

教者及び政治犯の名簿を持ち出す。それでもつて,イ スラム教徒が,国家に対 1ンていかに献身的で

ないかを見せつけようというわけである。これを根拠に,イ スラム教徒は生命への執着が強い。即

ち,臆病だとでもいt/・たけである。だが, コミ■ナル暴動を目撃したことのある者なら,イ スラム

教徒が命を投げだすのに少しも吝かでないことをよく知つている。今日のところは,単に宗教上の

問題に限つてそのような勇敢 /A‐態度をとつているにすぎないわけだが,パキスタン構想の実現のた

めに必要となれば,明日は政治的日的のためにも同じ態度にど1るに違いない。パンジヤブ州のカー

クサール団・ や,辺境州のパターン族
2は
,弾丸の雨の中で大胆不敵な態度を示し,その誹謗中傷

が真赤なら2でぁることを証明した。

臆病というのは,大抵P食べる物も食べないてせ つせと小銭をためることに通じている人の

中にみられるものである。ところが,イ スラム教徒は飲食物に贅をつ〈すとか金遣いがあらいとか

いうので評判が悪い。こうしてみると,彼らは臆病になるのに必要なものをあまり持合せてはいな

いことになる.実際,臆病というものは,金持連中だけの持物なのだ。

③

l Khaksar ケンプリツジ大出のイスラム教徒マシユリキ (I弱飢 A■tt IChan逸血山 ■)

がヒツトラーに会見後,その影響を受けて1931年 に設立したフアシスト色の濃い結社。国家の

建て直しをその目的として,イ スラム教を基軸に軍事訓練と社会奉仕を二大規範とした。世界恐慌

第 2次非協力運動の挫折,コ ミユナル対立の激化等の混迷の30年代にあつて,都市プチ。ブル層

上層労働者層を多〈引きつけた。1989年 以後,軍事的行動をおこし政府 との衝突を〈り返し非



合法イヒされた。1942年 に領袖マシユリキーが獄中転向し翌年非合法を解かれたが,すでに単な
る社会奉仕団と化 し,行動力を失つた。

( Wi]fred cantwol■ Smith, ` Modern ls■ am in lndia｀ , 1 94 6, PP。  2 3 5-24 5 ;

Alna■ endtl De:`Khaksar Ando■ amer ltittsa'oa■ cutta,1968 邦訳 佐藤宏訳『印・パ分
離への道――あるイスラム思想家の悲劇』〔アジアを見る眼〕シリーズ38,ア ジア経済研究所,
1970)

2 Pathan(英 Pathm)元来アフガニスタン及びインド (現パキスタン)の北西辺境州に居

住する半遊牧民族で,AIII約千六百万で母語はパシユトウー語,宗教はイスラム教である。その気質

は勇猛で鳴らし,英勢力に激しく抵抗して北西辺境州に半自治を保持した。パキスタン成立後は,
バードシヤー・ ハーン (辺境のガンデイー)の指導の下に独立運動が続けられており,その帰属を

めぐつてアフガニスタン●パキスタン両国の紛争の火種に/A― つている。

その一部は, 15016世 紀頃からインドに移住 .

(41パキスタン要求の拒否は政治的破綻

民主的権利に基いて独立: 自決を要求する者は,決 して,いかなる州に対してであれ,当該の

住民の多数の意志に反して併合を強要することはできないはずである。周知の通り,イ ンドには,

イスラム教徒が住民の過半数を占める地域がいくつもある。シンド,パ ロチスターン,辺境チトL西
パンジヤブ,西カシミールー帯ではイスラム教徒が多数を占めている。同じことは東ベンガルにつ

いても言える。統一インド論を標榜するヒンドウー教徒が, こぅした地域の住民の意志に反して住

民をヒンドウー教徒の下に併合することがあってはならない.どんな国際裁判所に提訴したところ

で,彼らの勝目はあるまい。今なお, これらイスラム教徒多数派地域の住民は完全な自決権は要求

してはいないと言い立てる人が教多〈いる。アラーハーバー ドで開かれた会議派全国委員会では,

最近までヒンドウーサーバーに所属していた一紳士の提ど1に なる統一インド支持決議案をヒンドウ

ー教徒達の賛成によつて可決した土で, イスラム教徒大衆も同意見であるとの見解を出している。

だが,こ の全国委員会に於いて投じられたイスラム教徒の票及びその後表明されたイスラム教徒指

導者達の意見を注意深く検討してみれば,趨勢は一目瞭然となるだろう。早い話, この委員会に於

いてさえ,パンジヤブ州会議派議長イフテイカール。ウツディーン氏・ は, ラージヤーゴ=パーラ

ーチヤーリー氏
2の
案
3に
賛成票を投じた.辺境州国民会議派議長

4は
,声明を発表し自決権に賛

意を表明した,同じ趣旨の声明を= ジヤミーヤト●アル 0ウ ラマー
5・
ァフラール党

6な
ど数多く

の統一インド論支持の諸団体で構成しているアーザード・ ムスリム会議
7の
書記長も発表している

7。
ィンド●ムスリム連盟は,一貫して独自の政策を表明して来ている。にもかかわらず,パキス

タン構想即ち自決権要求をなんの権限があつて一蹴するのか。この要求を認める際に課し得る条引:

といえば,せいぜい最終決定が普該地域の住民の意志に委ねられるべきことぐらいである。

インド。ムスリム連盟外の統一インド論支持のイスラム教徒がパキスタン要求に関して自らの

見解を表明したのは,実のところ, イスラム教徒大衆を自派に引き留めておきたいからに他ならな



い。もしも今この位明確な態度を打ちJlさ ずにいようものなら,彼らはイスラム教徒を代表する資

格を失つてしまうのである。
9

0
l Miyan lftikhar`Uddin(1908～ 1962)分 離独立前, ラホールにて英文日刊紙「
パキスタン。タイムィ」を発行。本文にあるように会議派に所属したが,当時統一戦練路線をとつ

ていたインド共産党から強い支持を受けていた人物だつたという.分離独立後,パキスタンのパン

ジヤブ州内閣の避難民厚生III.1956～ 7年
・
バーシヤーニーとアプドウル●ガツフアール●カ

ーンとともに野党「ナシヨナル●アワミ党」を設立。 (ア イユープ。カーン著バキスタンの再建―

加賀谷 。浜日共訳, 1968-一参照)
2 P“ agOpa■ achari,ChakravarLi(1878～ 1972) マドラスど1身のブラフマン■ 弁
護士を振出しに1906年以来独立運動に加わる。厳格なガンデイー主義者として知ら才1,独立前
独立後をi‐mじて, マドラス州首相,会議派書記長等要職を歴任した。自治権獲得 (所謂独立)力 らゝ

完全独立 (憲法blJ定, 1950年 )ま で,イ ンド人として初のインド総督.1959年 スワタント
ラ党を結成 (党首),会議派脱退 .
3 各州に来たるべきィンド■‐4邦への参加の選択権と,不参加州には独自に完全な独立国家をつ
くる自由を認めるクリツプス提案 (1942年 3月 30日 )の直後に対案として発表された.ま た
この時期は, 日本軍がインドoビルマ国境に迫り日本軍のインド侵略の危機を目前にしていた時で

もあり,イ ンド国内の決定的な分裂を回避するために示されたもので,イ スラム教徒の自決権要求

を受持している。本論文は,こ の段階で執筆された。その後彼は, この線に沿つて世論の醸成に努

めガンデイーの了解を取りつけた (43年 3月 )上で, Raj agOpa■ achava'S FOrlu■a としてムス

リム連盟総裁ジンナーに対して提示した (44年 4:月 8日 )が,拒絶された (44年 6月 30日 ).

(Beni Prasaa` Oolnlntma■ Sett■emOnt, 
｀
 Bombay, 1 944, P, 3´ V5な ど )

4 当時の議長ば, Khan l俎l oll■ Khan
6   」aln` Tyat a■ ` U■am ■ Hind (the ■lldian Association of MLs■im 019rgy )  1 9 1 9

年以来のキラーフアツト運動の中で,理論指導の中核としてイスラム僧 (`Ub暦 )を 集めて結成
された団体。キラーファツト運動の最盛期は勿論,衰退後も存続して会議 iFRと 共同歩調をとり, イ

スラム教徒大衆に反英と回印融和を説き続けた。1940年 1月 に会議派の第 2次大戦に対する姿
勢への支持及び非協力運動支援を決定。しかし, 1942年 には, ラージヤーゴーパーラーチヤー

リーのパキスタン要求に対する譲歩案(本項03)を支持し,イ スラム教徒の自決権を要求するよう

になつた。 (W.0。 Smith, ibid.)

6 th。 年rar Parサ  1980年 ,第 2次非協力運動の時期に,パ ンジヤブ州のイスラム教徒
指導者が集まつて結成した政党.イ スラム教徒として統一インド案を支持 L′会議派に協力 L.て非協

力運動に参加した.30年 代には大きな影響力を持つた。しかし, 40年以後会議の個人的不服従
運動に4加 して多くの指導者を獄中に奪われ,ム スリム連盟カンヾ キスタン構想を打ち11す中で,最

も進歩的な青年イスラム教徒は社会主義運動へ,保守派はムスリム連盟へと大き〈二極分解し,僅



かな残党は会議派とムスリム連盟の間をさまよつた。 (W O o Smith,抑 id o PP.224～ 228

etc。 )

7 Azad tts■ im Conference  1940年 3月 デリーに於いて,会議派イスラム教徒,ア フラ

ール党: ジヤミーヤト●アル●ウラマー等々の単一民族論を支持するイスラム教徒諸団体を集めて

ムスリムi_t盟のパキスタン決議 (40年 3月 )に抗議するために結成された。ムスリム連盟とカー

クサル団 k13)の 01)を 除〈総てのインド。イスラム教徒諸団体が結集した。そして執行機関とし

てアーザード。ムスリム評議会 (tho Azad Mh8■■m BOard)を 設け, コミ■ナル問題解決を訴えた。

しかし, 1942年 10月 に至つて同会議々長は, インド解放に関しては (連邦からの)離脱に関

する自決権を有する言語州を内容とする憲法案を作製ずみだ, と表明 lンた。 (W,C.S直地 .nid.

PP.231～ 232)

8 このようにラージヤーゴーパーラ」チヤーリーの譲歩案 (本項03)力 呼ゞび水 となつて,パ

キスタン構想に反対し統一インド論を主張していたイスラム教徒諸団体は続 主々張を翻し, 42年

末までにはパキスタン構想に反対 し統一インド論に固執するイスラム教徒の団体は姿を消した。

9 本論文は1942年 に執筆されたが,翌 43年 には補欠選挙が予定されていた。

5 インドは多民族国家

バキスタン構想と統一インド論の論争ばかりが表立つて, インドにはこれら二つの民族の紛争

以外に民族問題はないかのように思われがちである。しかし,最初に述べておいたように,民族の

基本的要素は言語であるから, インドには言語の数だけの民族が存在すると考えねばなるまい。ス

ターリンは, インドの民族問題に関して,次のように言及している。

「 インドはあたかも単一の民族からなつているかのように言われるのが常である。しかし,一

度インドに革命が勃発すれば,従来無視されてきた非常に多数の民族が無名の淵から浮かび上がつ

てくるであろう。それらの民族は,各々の母語と, 固有の文化とを兼ね携えているに違いない。個

々の民族が一般プロレタリア文化にどのように参加すべきかという問題に関しては, あくまで各民

族語及び風俗習慣を保持した上でプロレタリア文fヒに参加すべきことは,議論の余地がない。」 (レ

ーニン主義, 1.r.272)・

0
1 出典不明.

(1)民族性の基盤

これについては先にも述べたが,民族性の問題を現実的に処理する場合には,宗教よりも言語

の方に重点を置かねばならない。もし,同一宗教を以つて民族性が成り立つものなら,エ ツプト,

トルコ,イ ラン,ア フガニスタンは一民族にまとまつているはずである。同じように,中国,日 本

朝鮮についても,各民族の独自性を曖昧にとらえる人をしばしば見かけるのである。仮に「
パキス

10



タン」を単民族国家の意味に解するならば,パキスタンについても事情は同じである. レ キヾスタ

ン、」をインドでイスラム教徒人口の過半数を占める諸地域という意味に解するなら,西パキスタン

だけでも,一民族どころか最低十民族が存在することになる。それらの言語は,シ インデイー語
`

バローチー語, ブラーフイー語, ムルターン語,西部パンジヤブ語,パ シユトー語, カシミール語

ダルド語,パルテイー語1 フンザ話%あ り, また東パキスタンでは,東ベンカル固有の言語が現に

使用されている。すなわち,パキスタンといぅのは, 11民族から構成される民族連邦ということ

になるのである。統一インドの名日でイスラム教徒の自決権を封じてはならないのと全く同様に言

語問題をパキスタン国家の名の下に葬り去つてはならない。これについては辺境州の学校ではすで

に教育媒介語として使用されているパシユトー語の例を先に挙げておいた。バンジヤブ州のイスラ

ム教徒の間でも,パンジヤブ語に対する意識が急速に高まり始めている。遠からず,西バキスタン

を構成すべさすべての民族ハ 固有の言語の使用を要求し,それを承認せぎるを得な 〈なるだろう。

そうなれば, ウル ドウー語は,単に各地域相互の共通語として残るだろう。東パキスタンのイスラ

ム教徒達に対 しても,パ キスタン国家の大義名分を以つて固有の言語を奪い, ウル ドウー語を強誇J

してはならない.また一方でll‐l,パキスタンには 11も の民族が存在するのだからイスラム教徒た

ちはパキスタン西求を取下げるだろう などと誤解をしてはならない。イスラム教徒がパキスタン

要求を放棄するか否かは, インドで多数を占めるヒンドウー教徒ハ イスラム教徒に対して如何な

る態度をとるか, もしくは,然 るべき決意の程を示すか否かにかかつているのである .

パキスタン構想をかかけてバキスタン国家の民族的単一性を主張するのが誤りであるのと同様

に, ビハール州の先住種族民
2が
単一的民族であると見なすことは,先住種族民差別反対運動を高

めることにこそなれ,言語に基く民族州や民族自治区の確立には何の役にも立つまい.言語州や民

族自治区実現の暁には, ビハール州内にムンダー族, アーラーンォ族,サ ンタール族,及びホー族

の 4先注種族民
5の
民族自治区が日1来`各地域では, それぞれの多数民族の言語が,学校,法廷 ,

議会で使用されるようになろう。

我々は人民支配の確立を願い,今次大戦をその人民支配を目指して戦つているというのなら,

何をさし置いても,人民に文字を教え教育を与えねばならない。しかもできるだけ短時日に最も容

易な方法で.こ のことを考慮するならば,民族固有の言語こそ大衆教育の媒介語とすべきことは明

白である.固有の言語とは,赤坊が母親の手Lを吸いながら習い覚えた言語のことである。いちいち

文法書を読んで学ばねばならないような言語は,母語とはいえない。母親の子しを吸いながら言葉を

おにえていくうちに,文法は知らず知らず身についてしまうものだ。文法は言語と不可分のもので

あつて,何 も学者が作つたからできたものではない。ソヴイエト連邦が費した年月以内で,イ ンド

の4億の民に文字を教え教育を授けようとすれば,人民一人一人の母語を以つて教育媒介語としな

〈てはなるまい。書籍,新聞,映画,ラ ジオを介して早急に普及することができる.ナ ーランダー

のある少年のことを考えてみて欲 しい.今日, この少年は, 自分の母語であるマガヒー語でではな

く, ヒンデイー語で何もかも読まなくてはならない。 7年間もヒンデイー語を学んだとはいえ,新

聞や他の極ありふれた文芸書を読みこなせない。しかも純粋ヒンデイー語を書くということにいた



つては, これを14年間勉強した者でさえおほつかないのだから。ましてその少年については言う

に及ばない。この事が信じられないのであれば,高等学校や大学のヒンデイー語専攻学生の試験答

案を取り寄せて御覧になるがいい。

普段マガヒー語, マイテイリー語, ボージプリー語
4を
使つている人々に,母語の代りにヒン

デイー語を押しつけたりしないで,彼らが現に使つている母語を教育媒介語としさえずれば,全 〈

新しい展望が得られるのだ.すべての文盲の農民に, 3日 間で文字を習得させ, マガヒー語やマイ

テイリー語,あ るいは,ボ ージプリー語で書かれた本をぢかに手に取つて読ませることができる.

1カ 月もすれば,本をすらすら読めるようになるに違いない.文字を覚えてさえすれば理解するの

はわけないのだ.た まに長母音 0短母音の書き間違え位はあるかも知れない力ヽ 文法上の誤りを犯

すことはあり得ない。ヒンデイー語だつた 7年 , ことによつては14年かけてもできないようなこ

とが,母語でなら1カ 月で足りるわけである。

書籍,新聞, ラジオ,映画を利用するのに, これらの言語の使用人口が少なすぎるということ

は決してない。マガヒー語の使用人口は約 400万であり,ボージプリー‐(ア ツリー)語を話す人

口は実に1千万を越える。因に,人口450万のフインランド,人口100万 のアルバニア等の独

立国と比べてみてにしt/・ 。これらの諸国では,大衆の教養のために,書籍,新聞 ラジオ,映画の

すべてが駆使されているのである。戦後,実際に人民をして国の主としようというのなら,母語を

普及するのに役立つ教材を使うのに何ら躊躇すべきではない。

ところで,そ ういつた文献を持たない言語には,医学,工学,科学,哲学等の部門に関する専

門用語がないのではないか ,と いう疑間がμlされるかも知れない。それは,へ理屈というものであ

る。所詮ヒンデイー語でも,専門用語はサンスクリツト語や,他の諸言語からの借用でまかなつて

おり, ヒンデイー語を学習しているビハールの少年達は, 10年, 15年 を費 L´てそれむを覚えね

ばならないのであれば,それら諸言語でも, そのまま利用できるはずだ。他の言語から単語だけを

母語の中に借用して使うのと, それら専門用語を母語以外の言語と一緒に習得するのとでは, それ

に要する労力に雲泥の差があることを銘記すべきである.母語を使用すれば,専門用語さえ覚えれ

ばよく,文法や慣用句などについて頭を悩ますことはないのである。

③

l Sindlli インド●アーリアン支派の一.カ ラチ市を中心と t´てシンド地方で話され,言語

人口は1961年 現在パキスタンに約497万 r今日のパキスタン人口の約 12.5%)。 インド

は,イ ンド●パキスタンの分離独立時に難民として移住 した人口を中′ら7c~1961年現在約137

万人の使用人口。文献,文学活動を有する。インドでは憲法記載の重要言語の一.ペルシア。アラ

ビア文字の改良文字を使用。インドでは最近,デーヴアナーガリー文字を使用する動きがある.
Ba■uchi イラン支派の一.バ ローチスタン地方及び一部パンジヤブ,シ ンド地方で話され,様

々な方言を有す。言語人口は1961年 現在約 98万 .

Bnhui  ドラヴイダ語族.東部バローチスタン地方 (カ ラー ト及びチキガル)で話され,言語

人口は約36万 。周辺のバローチー語の影響を大きく受けている。
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血 ltani インド●アーリアン支派の一。西部パンジャブ語 (ラ ハンダー語)の南部方言で, ム

ルターン市周辺で話される。言語人口は1921年 現在約 234万 .

西部パンジヤブ語  別名ラハンダー語など。インド0ア ーリアン支派の一。西バンジヤブ地方
で話され,数多 くの方言を有す。文字は.イ スラム教徒はアラビア文字, ヒンドウー教徒はランダ
ー文字.言語人口は約 709万 .シ ンド語,カ シミール語の影響大 .
‐stlto ィラン支派の一.ア フガこスタン及びパキスタンの西北辺境州で話される。言語人口

約 4, 500万 。なお,パキスタン約 334万 (1961年 )。 大別して南西方言,北東方言があ
る。パターン族の母語。

Ka澁はri ィンド●ィラン語派ダル ド支派の代表的言語.カ シミール地方で話され,幾つかの
地域方言の他にイスラム教徒とヒンドウー教徒の間に用語法。発音に大きな差異が認められる(?)。

文字はアラビア文字.言語人口約 150万 .

Dardi  .広義にはパ ミール地方からバンジヤブ西1ヒ部にかけて話されるインドoイ ラン語派の

一支iFRを指し3大方言を有するが,狭義にはそれらのうちの1つを指す.こ こで171後者で,前述の

カシミール語はこの狭義のダル ド語の1方言である .

Ba■ti  シナ。チベツト語族.カ シミールのバルテイスタン地方で話され,言語人回は192
1年現在約 15万。

Hutt a  正し〈は Burushtth語 , もし〈は鶴 ′juna語 と呼ばれる。パキスタンの西北辺境州の

Hunza llagar地 方に話される言語で系統不明の言語とされている。

2 先住種族民 (印 。ad ivasi,英 O aborigim■ trttes)  森林 0山岳地帯に住み原始的な
一―外界の一般のインド人に比べて極めて遅れた一一生活を営んでいる様々な少数民族の総称。太

古にはインド亜大陸に広く居住していた力ヽ アーリア人, ドラヴイク次等によつて森林 。山岳地帯

に追い込まれた, といわれる。生業は様々であるが,農業 (その多くは原始的農耕)森林業 (含狩

猟),手工業;臨時の来熟練労働などが主である.生活水準は極めて低ぃ。
彼らは,外界と異質な独自の生活様式を保持して来たが,外界と断絶し孤立していたわけでは

ない。彼らは,交易。雇用等を涌じて外界と接した。そして,外界人 (主にヒンドウー教徒)は ,

彼らの後進性に乗じて彼らを不当な搾取。差別の餌食として来た。それ挽 彼らのヒンドウー教徒

に対する反感は強く,抵抗運動や反乱がくり返されて来た。

容赦のない差別と悲惨な生活を課せられて来た点で,彼 らは所謂不可触民と共通するが,彼ら

が独自の言語を有し個々の民族を構成している点は,不可触民と大いに異なる。

彼らは独立後「指定部族照 anusucit jamjati,schodtl■ oこ t五bo)」 という法定用語が与えら

れ, 1985年以後「指定カースト (anuξ ucit jati,schedu■ ed casto)」 という決定用語が年‐え
られた不可触民と併せて,政府の特別保護施策が加えられている。しかし,劣悪な生活条件,多方

面に渡る差別待遇は是正されたとは言えない。

尚,イ ンドの先住種族民は,居住地域 。民族的見地から3つに大別できる.0北部,北東部山

岳地帯及び東部辺境地帯に居住する先住種族民は,人種的にMOllgo10idで ,シ ナ。チベツト語族系



の言語を話す (南アジア語族モン●クメール語派系やインド●ヨーロツパ語族アツサム語も混潜)。

frI)ガ ンジス平原とインド半島部 (デカン高原)と を分断する中央丘陵。高原地帯 (ヴ インデイヤー

山脈等)に居住する先住種族民は,人種的に Austra■ oidで,南アジア語族系を基盤にインド●ヨ

ーロツパ語族系の強い影響を受けた言語を話す。|'イ ンド半島西南端部丘陵地帯及びガーツ山脈に

居住する先住種族民は,人種的にNOgr批oで, ドラヴイダ語族系の言語を話す。

本論文に言うビハール州の先住種族民は,0)に該当する。

(``Handb。。k on Schedu■od Castes and Schedu■ Od Tribos 
｀`
, Govenrnont of lndia,  1 9 6 8な

ど)

3 Mul■da,mp、 urao(ar枷`。 ,英 Oraons) 各部族の母語,言語人口 (1961年 現在

)は次の通り 。 ムンダー族 :南アジア語族モン。クメール語派ムンダーリー語 (血mari),約 1

00万 .サ ンタール族 :同サンタール語 (Sa市 a■i),約 325万 .ホ ー族 :同ホー語 (H。 ),約

65万。アーラーンオ族 :ド ラヴイダ語族北 ドラヴイダ語派クルク語 (Kurulch),約 114万。 (

`Ha ndboolc O。ウ ｀, 前掲)
4 いずれもビハール州に話される。倉J刊号P。 14, 15のぼ8,(71を参照.

0)ソ ヴイエト連邦の諸民族

ロシアでは,ツ アー政府に代つて人民支配を確立するや, ソヴイエ ト政府は,人民の識字化に

努めねばならなかつた。ヽしも, ソヴイエ ト政府が, ロシア語,アルメニア語,グルジア語, トル

コ語等,半ダースにも満たない文語だけを教育媒介語とすることに拘泥していたなら,恐 ら〈,今

なお人日の 4分の1さ え識字化できなかつただろう。たとえ読み書きはできたとしても, ヒンデイ

ー語を 2年学んだビハール人のようにお粗末極りないものだつたに違いない。ソヴイエト政府は人

民に新たな言語を教育するのではなく, 日常使われている彼らの母語を用いて早急に人民を啓蒙じ

ょう, と決断したのであつた.ロ シア領中央アジアの教養人は,長年, 自らの母語を田舎じみたも

のとして蔑み, トノしコ語の文語を読み書きに用いていた。ソヴイエト政府力ヽ 試みにそれを採用し

てみたが,それは中央アジア人民の母語ではなく,その文法,発音,慣用句の習得には,何年間も

血のにじむような努力しなくてはならない代物であることが明らかになつた.そ こで,ソ ヴイエト

政府は,文語 トルコ語に対する幻想を捨て, 5つ の地方語一一 トルコマーン語, カラーカルパク語

ウズベク語,キ ルギス語,カザク語一一の採用に踏み切らた.ぅ ちでカラーカルバク語の言語人口

は高々5万人であろう。カザク地方,キ ルギス地方, ウズベク地方, トルコマーこ地方は, ソヴイ

エト連邦の 16の所謂民族自治区に属 L, ソヴイ‐エト法の規定lFCよ つて,随時: ソヴイエト連邦か

ら離脱できることになつている .

ソヴイエ ト連邦には百を越す民族が存在 し̈ 同数の言語がある。多民族連邦であることは,何

ら恥ずべきことではない, とソヴイエ ト人民は考えている。それどころか, このことによつて,む

しろソヴイエト文化が豊かになつたと解している。今日,そのす ぐれた成果を,我々は眼の当りに

している。ソヴイエ トの家庭の食卓では,各民族の美味しい民族料理がいろいろと楽 しめるし, ソ
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ヴイエトの舞踊芸術はは,グルジア, タージク,カ ザフなどの民族舞踊を吸収してすばらしい発展

をとげた.ソ ヴイエト映画が築き上げられる過程において重要な役割を果したのは, ソヴイエ トの

様々な民族ど1身の芸術家達である。ソヴイエ ト文学の方面でも様々7i民族出身の詩人の作品が翻訳

され,それがソヴイエ ト文学にさらに活気を与え,洗練を加えてきたのである.その例として,次

に 9人の文盲の詩人を取上げてみよう.ス タリスキー・ スレイマン・ は, ダゲスタン (コ ーカサス

)の文盲ではあつたが天分に恵まれた生来の詩人であつた。赤色革命以前にも彼は数多〈の作品を

書いていた。ペーグ (大地主),ム ツラー (イ スラム教学者), ツアーの廷臣に対する反抗を歌つ

たりしていた。ところが,当時は, スレイマンの素朴な詩を賞贅する者は 1人 も居なかつた。赤色

革命は,ほろ布にくるまれていた宝石を取り出し,光 り輝く機会を与スてやつた。スレイマンは前

にも増 して詩作に熱中した。ダゲスタン語は,最早や田舎言葉ではなく,一個の民族自治区の民族

語であつた。学校で教えられ,役所の事務に用いられた.新聞や書籍もこの言葉で発行された 今

やスレイマンの詩は,吟ずる後から虚しく消えていくものではなくなつた。ダゲスタン語の新聞や

本に印hllさ れたのである.ス レイマンの詩がダゲスタン語で何巻にもなつて[1版 されたが,そのう

ちのある作品のロシア語訳がゴーリキーの日にとまつた,ゴーリキーは彼の作品に驚嘆し,ス レイ

マンの詩を他にもロシア語に翻訳 してもらつて読んだ。そして, ゴーリキーの奨励を得て,ス レイ

マン詩集全 5巻が, ロシア語及びソヴイエト連邦の他の13, 4の言語で翻訳出版されたのである.

文盲の詩人スレイマンは,今や不朽の世界的詩人の1人である.晩年,ス レイマンはソヴイエト議

会の無競争候補者に推されたが,選挙の (1938年 12月 6日 )わすか数日前にこの世を去つた

のであつた。

文盲のカザク人詩人,ジ ヤンブル●ジヤバーエフ
2の
詩の修業は,ス レイマン。スタリスキー

に似ていた。赤色革命の時にはすでに老齢に達 していたハ やつとその時になつて,彼は天与の才

を示す機会を得たのである.も し,ス レイマンやジヤンブールの母語を田舎言葉だといつてかたず

けてしまつていたなら,世界は類まれな詩才を逸していたに違いない.我国でも,過去幾世紀に渡

つて,幾人ものスレイマンやジヤンブールを見過してきた。人民が主権を握れば, このような天才

を見過すようなことはあり得ない .

ソヴイエト政府は,言語に基いた民族自治区を構成し,我々に絶好の範を垂れた。我国は民族

問題を解決するには, ソヴイエトと同じ道を歩むべきだろう.

0
l Suleimn Sta■ skii(1869～ 1987) ソ連邦のダゲスタン (カ フカス)の遊歴詩人 .

貧農の子.放浪して肉体労働に従事,遊歴詩人の歌を聞いて自らもこれを試み,旧来の東方詩の型

を破つて貧農の苦悩と希求を表現した。文盲であつたが,その歌は日から口へと広まり, 10月 革

命後はその思想とテーマは更に拡大し,社会主義建設と祖国愛の歌い手となる.ゴーリキーは彼を

<20世 紀のホメロス>と名づけた。 (『 西洋人名辞典』岩波書店, 1956)
2 Dzharnbulレ 励 aev(1856～ 1945。 6.22) ソ連邦の人民遊歴詩人.カ ザフス

タンの遊牧者の子に生まれ, ドンプラ (絃楽器)を学び,遊歴詩人となつた.革命前にはカザフ人



の苦しい生活と斗争を歌い,文盲であつたが数万行の歌を記憶していた。革命後は深いソヴエート

愛国心と共産主義思想にみちた詩をうたい, ことに第 2次大戦中の詩はソヴエート人に勇気を与え

るものであつた.ス ターリン賞を受く (1941年 )。 (『 西洋人名辞典』岩波書店,1956。 )

0)イ ンドの諸民族

筆者は,民族を判定するに母語を試金石とすることを述べたが,母語とは,文法を習い覚える

必要のない言語のことである。今や, この試金石を携えてインドを巡つてみなけれはならない。と

同時に, インド。イスラム教徒がイスラム教徒多数地域のヒンドウ教徒地域からの分離を強く主張

している以上,彼 らの要求を一蹴するわけにはいかない.ま た。このように見て〈ると前述したよ

うに,西パキスタンに 9乃至 10,東パキスタンに1-一東ベンガルーーというふうに計 11の州
もしくは民族自治区が成立することになることも銘記すべきである。ところが,パキスタン構想に

は,ハイデラバード, ラクノウ,ア ーンドラの若干の県等まで加えて青写真が作成されつつあるが

それは画餅にすぎない。非イスラム教徒多数地域をパキスタンに編入せよという判決を下す国際裁

判所などどこにもないのである。双方の人口が互角で,多数派の判定に際し混乱のありそうな所で

は,全住民の成年男女による投票で決着をつけるべきだ。

今ここに, インド全土に於ける民族構成に従つて,全民族を新しい州 もしくは民族自治区に編

成することにする。この表は今のところまだ不完全である。言語は今後更に追加される可能性があ

る。

1ビハ ール州

新州 。民族自治区

(1)マ ツラ

0)ヴ アツジー

15)ヴ イデーハ

14)ア ンガ

(5)マ ガ ダ

(6)ム ン タ
゛
―

地域言語

ボージプリー語

(ヴ アツジ語 )

マイテ イリー詰

チカーチキー語・

マガヒー語

現行行政区

・チヤンパーラー県, サーラン県, シヤー

ハーバー ド県,(連合州では, ゴラクブ

ル県デーヴリヤー郡, ゴーラクプル県 つ

バ リヤー県 Oア ザムガル県 。ガージプル

県の一部地区)

°ムザ ツフアル県西部

・ダルバンガー県, チヤンパーラン県 。バ

ーガルプル県 。プールニヤー県の一部地

区

・バーグルプル ●ムングール 。プールニヤ

ー県の若干の地区

・パ トナ県 6ガヤー県・ ハザーリーバーグ

県 Oム ンゲール県の若干の地区

。 (チ ヨーター 。ナーグプル)



(7)ア ー ラー ンオ

}(チヨーター。ナーグプル)
(0ホ ー

(9)サ ンタール                  サンタールパルガナー

Co)ラ ール       西ベ ンガル語       マーンブープ, シィンフブーム

その他の現行州については単に民族自治区の名を挙げるにとどめる。

2連合州

マンラ☆,(1)ヵ _シ _,0西 アヴアド,(3)北 アヴアド,(4)北 ブラジ,(助西プラジ,C)東 クル (
カーリー。ボーリー語地域),(7)プ ンデールカンド,(8)ク ールマーチャル (東パハーリー語地域)

3中央州

(■)チ エーデイー (ジ ヤバルプル語地域),(2)南 コーサル (チ ヤンテイースガル語地域),(リ ゴー

ンル,14)こ ―マール,(5)マールワ,(6)バ ゲールカンド,(7)北 マハーラーシユトラ, ブンデールカン

ド

4ラ ージプーターナー

(■)メ ーワール,P)マ ールワール,(3)メ ールワール

5デ リー

(■)西 クル (ハ リヤナ語地域)

6パ ンジヤブ州

西 クル,l■ )東 ペンジヤブ,0西 バンジャブ,(3)西 ヒマーラヤ (西部パハーリー語地域),14)カ
ノール,15)ス ピティー,“ )ラ ーフル

7カ シミール

(■)ジ ヤンムーle)ラ ダーク,(6)ヴ アルテイスターン,(41グルドスタン,(5)フンジヤー,(6)カ シ

ミ ーール

8辺境州

(■)パシユ トウー

9バ ローチスタン

l■ )バローチスタン,(2)ブ ラー フイー

10シ ン ド州

(■ )シ ン ド

11ボンベ イ州

(■)カ ツチ,12)ソーラーシユトラ (カ ーテイヤーワール語地域),(0ク ジヤラート,に )南マハー

ラーシユトラ,(5)コ ーンカン,16)ヵ ルナータク,(7)ダ キこ―

12マ ドラス州|

カルナータク,l■ )ト ウルー,健 )ク ルグ,(0ケ ーララ,141タ ーミルナー ド,(5)ア ーンドラ

13オ リツサ州

l■)ウ トカル



14ベ ンガル州

ラール (西部ベンガル語地域),C)中部ベンガル,12)東 ベンガルl13)チ ヤタグラーム (チ ツタ

ゴーン),14)レ プチヤー, ゴ=ルカー, シヤルバー,(5)コ ーチ

15ア ツサム州

東ベンガル,l■)ア ツサム,12)ナ ーガー,(5)ガ ーロー,14)カ
ニシニ,(5)ジ ヤヤツテイヤー,(6)マ

ニープル,(7)ミ ス トリー

16ブータン

(■)ブ ータン

17ネパール

(■)ゴールカー,C)ネ ワール,(0タ マング,(4)タ ールニ,(5)シ ヤヴイー

18共通語

(31ヒ ンデイー語,(2)ウ ル ドウー語,(3)英語, このように合計 73民族が存在する。

原誰☆  重出の州 O民族自治区には番号 を付していな´。

ヒンデイー語は地方語としてはメーラー ト。コミツシヨナリーの言語である。文語ヒンデイー

や文語ウル ドウーは特定の州で話される言語とい うわけではな 〈,主要諸都市の市中で,あ るいは

都会の多 くの家庭内で話される言語である。と同時に,こ れらの言語は,各地域間相互の共通語と

して用いられてきたし,ま た将来に渡つて用いられるだろう。これらの共通語としての資格につい

ていうならば,イ スラム教徒多数地域では ゥル ドウー語が,他の地域ではヒンデイー語が主要共通

語になろう。各地にこれらの言語を話す人たちのために特別の学校を設けねばなるまい。

数十万のアングロ tイ ンド人 (英印混血人)な どが英語を話す。彼 らはイン ド各地に散在 して

いるとはいえ,やは り各地に子弟教育のための英語による教育を受けられるよう学校を設けねばな

るまい。

故郷を離れて, インド連邦のどこに住んでいようが,子弟が自分の母語で教育が受けられるよ

う特別の学校が設けられねばならない。
2

大学の上級学年では教科書等を用意するに当り,学生数が僅少であると若干の不都合もあろう

が,それは次第に解決できよう。学生は,母語に近い発達 した言語で書かれた本で授業を受け,回

答する場合は母語を用t^ればよい.も つとも, このような困難があるとすれば,言語人口が 10万

未満の場合に限られよう。

0
l ChibCh量 I マイテイリー語の一方言,南バーガルプル,北サンタールパルガナー,南ム

ンゲール地方に話される。

2 ラーフルは,本論文の論旨の多くをレーニン及びスターリンの民族理論に負つている。しか

しながら, ここに示されたような`居住す
る土地に関係なく「学校事業を民族別に分割すること」

については, レーニン等は強く反対している。このような案は, ロシアに於いては, 19C.末か

ら200。 にかけての多民族国家オーストリア帝国の民族主義者の主張を援用して,ロ シアのユ.ダ



ヤ人労働者組織ブンド派力、
「
'努テ習
ψ
:び
り
″ 」 仕 地外の,すなわちあれこれの民族の居住

する土地に関係のない)自治制案もしくは「文|ヒ的=民族」自治制案として主張した。これに対す

るレーこン等の反対の理由は,それは一層労働者を分散させ,離間させ,弱め,労働者階級のオJ益ι

に反する, というものであつた。

くわし〈は, レーニン著川内唯彦訳『 民族問題にかんする批判的覚書他』 (国民文庫117)

大月書店, 1953年 ,及び, スターリン著全集刊行会訳『 マルクス主義と民族問題』 (国民文庫
203)大月書店, 1953年 を参照。

訳 。註  遠藤 格,秦  智

パキスタン構想についての補足訂正

創刊号 P.14で ,パキスタン構想は, 1980年 のムスリム連盟における汎イスラム主義詩

人ムハマンド0イ クバールの「 イスラム
。ランド」提案に端を発すると言われる, とのべたが, こ

の点に関して若千訂正を L.ておきた1/・ . 〔註者 〕
ムスリム独自の代表権を保護する分離選挙制度は, 1909年 のモーリー。ミント改革で導入

され, 1916年 のラクノー湯定で国民会議派の承認を得た● これを国民会議派は 1928年 に

至つてネルー報告において否定した。この事実を背景に,同年サイモン委員会に対 Lて ムスリム連

盟は,ム スリムのための分離選挙制度は勿論のことシンド州分割及び西北辺境地域 (No W.F.)

に新州の創設を要求している。この要求は, さらに1980年 末の第 1次円卓会議においても示さ

オ■
‐
でνゝる。 (D. Koer, Dr.Anbedka r i Life alirl Mission, Bombay,  1 9 7 1,  PP. 1 1 6′

121f`, 148, 152) このようなムスリム独自の州の要求の積み重ねの中に,イ クパー

ルの「ムスリム住民が過半数を占める北西インド (バ ンジヤーブ,北西国境州,ス インド,バルチ

スターン)を ,単一の `Stato｀ に統合する`North West lndian ms■im state｀  の樹立をゴヒ西

インドのムスリムの最終日標とする」 (加賀谷寛。前掲論文P.47の `Spoochos arld StatenЮ nts

Of ltta■ 〕 P。 12か らの引用)と いう示唆を位置づけるのが妥当だろう.前述の「端を発する」

という表現は,パ キスタン運動の展開を理解する上で,極めて不適切だと思われるのでことに訂正

しておきたいと思 う.
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